
1　銀座線リニューアルデザインガイドラインの位置付け

2　デザインコンセプト

銀座線リニューアルデザインガイドラインは、銀座線・駅リニューアルの設計・工事に先立ち、デザイン方針が目指す
べき方向性と整合が取れるようにガイドする目的で作成するものであり、各駅の設計・工事を進める上で考慮すべき
デザインに係る基本的なルールを定め、銀座線の価値向上を目指すための施策の一つである駅リニューアルにおけ
る戦略的な展開を目的に定めるものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜定着させたいイメージ＞
日本最古の地下鉄として東京の街をつないできた歴史を大切にしながら、先端の機能を取り入れ発信する路線

銀座線リニューアルコンセプト

ラインデザインコンセプト

デザイン基本方針

伝統×先端の融合

日本最古の地下鉄として東京の街をつ
ないできた歴史を大切にしながら、先
端の機能を取り入れ、発信する路線とし
ていくために、リニューアルの前提とな
るコンセプト　　　　　　　　　　　

東京という街がまだ成熟する以前に敷かれた路線だか
らこそ地上に広がる街ととともに成長をしてきた銀座
線。地上から浅い作りをしている銀座線の特性に着眼
し、「それぞれの駅がある街の地下１階」としての存在
感を高め、利用客に地上に広がる街に自然と誘ってい
くような空間　　　　　　　　　　　　　　　　　　

まち-ism
地上に広がる街への誘い

ゆめ-plus
あの頃感じた　心踊る　憧れ感

東洋初の地下鉄として開業した当時の人々の時代の
先端の乗り物・地下鉄に思い描いた憧れやまちの発展
とともに延伸した地下鉄に寄せた人々の期待や希望
を甦らせ、「地下鉄に乗るというあの頃の夢・さらなる
好奇心」を今日的表現方法によってもう一度抱かせて
くれるような空間　　　　　　　　　　　　　　　

周辺地域の名所や特徴を駅のテーマ、材
料等に取り入れ、地下に居ながら地上の
様子が感じられるようなデザインを行う。

まちの要素を駅デザインに取り入れ、
まちを感じられる駅にする。　　

駅構内の空間や駅の歴史を「つなぐ」デザ
インを行いながら、駅構内に「つながる場」
を設け、人と人、人と企業、人と社会をつな
いでいく。　　　　　　　　　　　　　

駅に様々なつながりをつくる

内装だけでなく設備機器やベンチなどの
ファニチャ、照明計画など空間を演出する
あらゆるものをトータル的にデザインす
る。　　　　　　　　　　　　　　　　

建築・照明・ファニチャが一体となった
トータルなデザインを展開する。

ステーションデザインコンセプト

エリアデザインコンセプト
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各駅の個性を演出するコンセプト
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各エリアの地域性・特徴を活かすた
めのコンセプト
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3つの層より構成

ラインデザイン層
銀座線全体のラインアイデンティティーを形成する。
カラーラインやファニチャーなどアクセントとなる要素
に展開する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　

エリアデザイン層
ラチ外の駅デザインのベースとなる層。　　　　　
エリア共通の素材や柄・文様などのパターンを用いて、
ベースを形成する。　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　

ステーションデザイン層
駅のデザインを大きく特徴づける層。　　　　　　　
駅ごとのデザインコンセプトを展開し、特徴のある空間
を形成する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　 プラットホーム
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・ 駅デザインはエリアデザイン層、ステーションデザイン層、ラインデザイン層の3つの層により構成する。
・ 各層の具体的な範囲は、駅ごとの状況により設定する。

3　駅デザインを構成する3つのデザイン層
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